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藤原  直 美 氏  今 井 タ オ ル （ 株 ） 動 力 ミ シ ン 主 任  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ じ わ ら・な お み  ☆  1 9 5 9 年 5 月 、今 治 市 波 止 浜 生 ま れ 。1 9 6 6 年 4 月

今 治 市 立 波 止 浜 小 学 校 に 入 学 。 同 校 を 卒 業 後 、 1 9 7 2 年 4 月 今 治 市 波 方 町

共 立 北 郷 中 学 校（ 現 ・ 今 治 市 立 北 郷 中 学 校 ）に 入 学 。小 ・ 中 学 校 で は 学 級 委

員 長 と し て リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し 、中 学 校 で は 吹 奏 楽 部 に 所 属 し て 音 楽 の

楽 し さ を 知 る 。1 9 7 5 年 4 月 愛 媛 県 立 今 治 西 高 校 に 入 学 。在 校 中 、観 光 業 に

興 味 を も っ た こ と か ら 、 同 校 を 卒 業 後 、 1 9 7 8 年 4 月 に 日 本 ビ ジ ネ ス ス ク

ー ル 観 光 科 に 入 学 。 同 校 で 観 光 業 に 関 す る 基 礎 知 識 を 身 に 付 け た の ち 、

1 9 8 1 年 4 月 イ ー ス タ ン 観 光 （ 株 ） に 入 社 。 1 9 8 2 年 3 月 に 体 力 の 限 界 か

ら 同 社 を 退 社 し 帰 今 。今 治 の 本 州 四 国 連 絡 橋 公 団 、（有 ）藤 原 タ オ ル を へ て 、

2 0 1 2 年 1 2 月 に 今 井 タ オ ル （ 株 ） 縫 製 担 当 と し て 入 社 し 現 在 に 至 る 。  

「 タ オ ル び と 」で は 二 人 目 と な る 、

タ オ ル 縫 製 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル

が 今 回 の 主 人 公 で あ る 。 実 家 が か

つ て タ オ ル メ ー カ ー だ っ た こ と も

あ り 、 幼 い 頃 か ら タ オ ル に 囲 ま れ

て 育 っ て き た が 、 本 格 的 に タ オ ル

業 界 で 仕 事 を す る よ う に な っ た の

は 3 0 歳 か ら で あ る 。 そ の 間 、 さ

ま ざ ま な 経 験 を 積 み 、 現 在 は 老 舗

タ オ ル メ ー カ ー の 今 井 タ オ ル（ 株 ）

で 縫 製 部 門 の 主 任 を 務 め 、 日 々 新

し く 生 ま れ る 多 様 な デ ザ イ ン の タ

オ ル に 丁 寧 か つ ス ピ ー デ ィ に 最 後

の 仕 上 げ を 施 す 。 そ の 傍 ら 、 後 進

の 育 成 に も 力 を 注 い で い る 。  

藤原直美氏  
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1．  幼 少 年 時 代  

 

波止浜の、利発で明るい少女  

 

 藤 原 直 美 氏 は 、 1 959 年 5 月 2 4

日 、 今 治 市 波 止 浜 で タ オ ル 工 場 を 営

む 父 親 の 道 博 氏 と 母 親 の タ ズ 子 氏 の

間 に 3 姉 妹 の 長 女 と し て 誕 生 し た 。

下 に は 次 女・久 恵 氏 と 三 女・文 子
あ や こ

氏 が

い る 。現 在 、タ オ ル 関 係 の 仕 事 に 就 い

て い る の は 3 姉 妹 で 藤 原 氏 だ け で あ

る 。  

 藤 原 氏 は 、 19 66 年 4 月 に 今 治 市

立 波 止 浜 小 学 校 に 入 学 し た 。 幼 少 時

代 の 藤 原 氏 は 、利 発 で 明 る く 、学 級 委

員 長 を 担 う な ど ク ラ ス の リ ー ダ ー 的

存 在 だ っ た 。  

小 学 校 を 卒 業 後 、 1 972 年 4 月 に

今 治 市 波 方 町 共 立 北 郷 中 学 校（ 現・今

治 市 立 北 郷 中 学 校 ）に 入 学 し 、中 学 校

で も 学 級 委 員 長 を 務 め 、 リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し た 。 そ し て 、 中 学

校 時 代 に 3 つ の 貴 重 な 経 験 を す る 。ま ず 、吹 奏 楽 部 に 入 部 し 、先 生

に 薦 め ら れ て サ ッ ク ス フ ォ ン を は じ め た こ と で あ る 。 そ れ ま で ピ ア

ノ を 5 歳 頃 か ら 中 学 校 入 学 ま で 習 っ て お り 、ま た 小 学 校 時 代 の ク ラ

ス 担 任 の ひ と り が 音 楽 の 専 門 家 で あ り 、 そ の 先 生 の 隣 で よ く 歌 を 口

ず さ ん で い た こ と を 思 い 出 す と 、 音 楽 と の 関 わ り は 長 い 。 北 郷 中 学

校 の 吹 奏 楽 部 で は 、 平 日 は 授 業 終 了 後 の 放 課 後 と 週 末 は 土 日 の 二 日

間 、毎 日 ほ ぼ 休 み な く 練 習 が 入 っ て お り 、音 楽 漬 け の 毎 日 を 送 っ た 。

そ の 成 果 も あ っ て 愛 媛 県 で は 上 位 の 成 績 を お さ め 、 藤 原 氏 は 四 国 大

会 に 出 場 し た 経 験 が あ る 。 中 学 校 時 代 は な に せ 部 活 動 に 忙 殺 さ れ た

 

実 家 の 藤 原 タ オ ル に て  

3 歳 頃 の 藤 原 直 美 氏  
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こ と が 強 烈 な 思 い 出 で あ り 、 お か げ で 音 楽 が 藤 原 氏 の 生 活 の 一 部 に

な っ た 。  

つ ぎ に 、 ダ ン ス と の 出 会 い で あ る 。 体 育 の 授 業 で 創 作 ダ ン ス を 踊

る 機 会 が あ り 、 グ ル ー プ に な っ て 踊 っ た 際 に 、 先 生 が そ の パ フ ォ ー

マ ン ス に 舌 を 巻 き 、 ク ラ ス メ イ ト の 前 で た い へ ん 褒 め て く れ た 。 こ

の 経 験 か ら 藤 原 氏 は 踊 る こ と が 大 好 き に な っ た 。 の ち ほ ど 大 人 に な

っ て か ら フ ラ hu la に 魅 了 さ れ る が 、 藤 原 氏 の 舞 踊 の 原 点 は こ こ に

あ る 。  

最 後 に 、中 学 校 3 年 生 の

と き に 、 愛 媛 県 立 今 治 西 高

等 学 校（ 以 下 、今 治 西 高 校 ）

に 進 学 し た 吹 奏 楽 部 の 先 輩

に 会 う 機 会 が あ り 、 先 輩 が

身 に つ け て い た 制 服 を み て

「 自 分 も こ ん な 制 服 が 着 た

い 」 と い う 憧 れ で 、 同 校 へ

の 受 験 を 決 め た こ と で あ る 。

今 治 西 高 校 は 、 今 治 市 で は

屈 指 の 進 学 校 で あ り 、 野 球

で は 甲 子 園 の 常 連 校 で も あ

る 。 日 頃 は 部 活 動 で 多 忙 な

時 間 を 過 ご し て い た 藤 原 氏

で あ っ た が 、 制 服 へ の 憧 れ

か ら 部 活 を 引 退 し た 8 月 頃

か ら 猛 勉 強 を 開 始 し た 。 得

意 な 科 目 は 国 語 だ っ た が 、数 学 や 理 科 、社 会 も 平 均 し て 好 き だ っ た 。

藤 原 氏 い わ く 、「 人 生 で も っ と も 勉 強 し た 時 間 」 で あ っ た 。  

藤 原 氏 は 、 の ち に 上 京 し て 観 光 業 界 に 入 り 、 ツ ア ー メ イ ト   の

職 に 就 く が 、中 学 校 の 修 学 旅 行 は 九 州 の 阿 蘇 周 辺 へ 2 泊 3 日 の 旅 だ

っ た 。 九 州 は 戦 前 よ り 長 崎 本 線 や 鹿 児 島 本 線 、 日 豊 本 線 が 開 通 し 、

 

3 際 頃 の 写 真 で 、 後 ろ 左 に 写 っ て い る の が  

藤 原 タ オ ル の 工 場  

LOOKS
ノート注釈
一般に、ツアーメイトとは観光案内をしない運転手以外の乗務員を指しており、バスガイドは観光地案内もおこなう。しかし、ツアーメイトも観光地案内をする場合もあり、企業によっては明確な業務区別はないところもある。
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別 府 や 長 崎 、 雲 仙 と い っ た 地 域 が す で に 観 光 地 と し て 名 を 馳 せ て い

た 。 昭 和 に 入 り 、 大 分 県 別 府 市 の 亀 の 井 自 動 車 株 式 会 社   （ 現 ・

亀 の 井 バ ス 株 式 会 社 ） が 別 府 の 地 獄 め ぐ り ル ー ト に お い て 日 本 初 の

バ ス ガ イ ド を 同 乗 さ せ た 定 期 遊 覧 バ ス の 運 行 を 開 始 し た （ 鳥 丸 聡

[2013 ]）。も っ と も バ ス ガ イ ド に 似 た 仕 事 は 大 正 期 か ら あ り 、当 時

は バ ス ガ ー ル と 呼 ば れ た 。 バ ス ガ ー ル は そ れ 以 降 女 性 の 花 形 職 業 と

な り 、1 9 5 7 年 に「 東 京 の バ ス ガ ー ル 」（作 詞 ： 丘 灯 至 夫 、作 曲 ： 上

原 げ ん と ） と い う ヒ ッ ト ソ ン グ が 生 ま れ た ほ ど で あ る 。 藤 原 氏 の 観

光 業 界 へ の 関 心 は 高 校 時 代 に 高 ま っ た も の で あ り 、 こ の と き は ま さ

か 自 分 が 近 い 将 来 に ツ ア ー メ イ ト に な る と は 予 想 だ に し な か っ た 。  

 

憧れの制服で通った今治西高校  

 

 1 9 7 5 年 4 月 、藤 原 氏 は 猛 勉 強 の 甲 斐 あ っ て 今 治 西 高 校 に 進 学 し 、

憧 れ だ っ た 制 服 を 着 て 通 学 し た 。夢 は 叶 っ た 。「 気 分 は 上 々 」の は ず

だ っ た が 、 慣 れ て し ま え ば 熱 は 冷 め る 。 ま た 厄 介 な こ と に 、 受 験 勉

強 で 燃 え 尽 き 症 候 群 に 陥 っ て し ま い 、 勉 強 は そ こ そ こ で 部 活 動 も 中

学 時 代 に 比 べ る と 熱 量 が 下 が っ て し ま っ た 。 そ れ で も １ 年 次 の 数 ヶ

月 間 吹 奏 楽 部 に 所 属 し 、 野 球 の 地 区 予 選 の 応 援 で 演 奏 し た 。 今 治 西

高 校 は 、 愛 媛 県 を 代 表 す る 野 球 の 強 豪 校 で あ り 、 19 18 年 に 初 出 場

を 果 た し て か ら こ れ ま で 選 抜 高 等 学 校 野 球 大 会（ 春 ）1 4 回 、全 国 高

等 学 校 野 球 選 手 権 大 会 1 3 回 （ 夏 ） の 出 場 記 録 を も っ て い る 。  

2 年 次 は 友 だ ち に 誘 わ れ て 茶 道 部 に 入 部 し 、 吹 奏 楽 部 と は ま る で

違 い 、ゆ っ く り と 静 か な 環 境 で 茶 道 の 基 本 的 な 作 法 に つ い て 学 ん だ 。

部 活 動 よ り も 、 高 校 時 代 に 印 象 に 残 っ て い る の が 運 動 会 で あ る 。 各

ク ラ ス が 披 露 す る 応 援 は た い へ ん 華 や か な も の だ っ た 。 藤 原 氏 の ク

ラ ス で は 、ダ ン ス ・ チ ー ム と 衣 装 制 作 チ ー ム の 2 つ に わ か れ 、踊 り

が 好 き だ っ た 藤 原 氏 は ダ ン ス ・ チ ー ム の メ ン バ ー に 入 り 、 練 習 に 励

ん だ 。 し か し 、 藤 原 氏 が 感 動 を 覚 え た の は 踊 り の パ フ ォ ー マ ン ス で

は な か っ た 。 衣 装 制 作 チ ー ム が 拵 え た ハ ン ド メ イ ド の ド レ ス の 出 来

LOOKS
ノート注釈
1928年に亀の井自動車（株）が油屋熊八によって設立され、大型バス4台に女性のバスガイドを同乗させ話題を呼ぶ。1935年に亀の井遊覧自動車（株）、1940年に亀の井バス（株）に改称し現在に至る。
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栄 え だ っ た 。  

 

 

「 県 大 会 野 球 応 援 」  

（ 今 治 西 高 等 学 校 文 化 委 員 会 編 「 蛍 雪 」 愛 媛 県 立 今 治 西 高 等 学 校 、  

1 9 7 5 年 よ り 引 用 ）  

 

素 人 に も か か わ ら ず 、 丁 寧 な 仕 事 ぶ り に 感 銘 を 受 け た の で あ る 。

「 わ た し ら は 踊 る だ け で ね 。 踊 る の は 誰 に で も で き る し 、 ご ま か せ

る し ね 。 で も 、 ド レ ス づ く り は そ う は い か な い 。 裏 方 に 徹 し て 、 一

生 懸 命 に き れ い な 服 を つ く っ て く れ て 、 も う す ご い と お も っ た 記 憶

が あ り ま す ね 。」藤 原 氏 自 身 は 、社 会 人 に な っ て か ら モ ノ づ く り の 楽

し さ に 目 覚 め る が 、 モ ノ づ く り の 凄 さ に 感 動 を 覚 え た の は こ の 瞬 間

だ っ た 。  

 

 

2 .  上 京 、 そ し て 帰 今  

 

憧れだった観光業界に身を置 くも・・・  

 

こ う し て 、 高 校 時 代 は そ れ な り に 楽 し い 時 間 を 過 ご し た が 、 観 光

業 界 や フ ァ ッ シ ョ ン 業 界 に 興 味 を も つ よ う に な り 、 卒 業 後 は 上 京 し

て 観 光 に つ い て 学 べ る 専 門 学 校 に 進 学 し た 。  
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1 9 7 8 年 3 月 に 今 治 西 高 校 を 卒 業 し 、同 年 4 月 に 東 京 都 渋 谷 区 に

あ っ た 学 校 法 人 日 本 ビ ジ ネ ス ス ク ー ル 観 光 科 に 入 学 し た 。 同 校 で は

2 年 間 に わ た り 、旅 行 会 社 に 就 職 す る た め の 基 礎 的 な 知 識 を 学 ん だ 。

東 京 を 選 ん だ の は 、 流 行 発 信 地 で あ る と 同 時 に 、 高 校 時 代 の 親 友 が

東 京 学 芸 大 学 に 進 学 を 決 め た こ と も 理 由 で あ る 。 若 者 に 人 気 の エ リ

ア で あ る 目 黒 区 に 居 を 構 え 、 気 の 置 け な い 仲 間 と 渋 谷 や 原 宿 、 表 参

道 、 青 山 、 六 本 木 な ど に 繰 り 出 し 、 フ ァ ッ シ ョ ン や メ イ ク に ま す ま

す 磨 き を か け た 。 踊 り も 欠 か さ ず 、 カ ル チ ャ️ ― セ ン タ ー の 主 催 す る

モ ダ ン バ レ エ の ス ク ー ル に 通 っ た り 、 デ ィ ス コ で 踊 っ た り も し た 。  

 1 9 8 1 年 4 月 、専 門 学 校 を 卒 業 し た 藤 原 氏 は 、予 定 ど お り 観 光 業

界 に 就 職 し た 。 就 職 先 の イ ー ス タ ン 観 光 （ 株 ） は 、 横 浜 市 に 本 社 を

置 く バ ス ツ ア ー を 企 画 ・ 運 営 す る 会 社 だ っ た 。 藤 原 氏 は ツ ア ー メ イ

ト と し て 、 栃 木 県 や 群 馬 県 、 長 野 県 な ど 関 東 一 円 の 温 泉 や 観 光 地 へ

修 学 旅 行 生 や 一 般 人 の ツ ア ー に 同 行 し 、 旅 人 の 思 い 出 づ く り に 一 役

買 っ た 。 ツ ア ー メ イ ト の 仕 事 に 携 わ り 、 嬉 し か っ た 思 い 出 は 、 幼 稚

園 児 の 遠 足 に 同 行 し た 際 に バ ス の な か で 絵 本 を 読 ん で あ げ る と 、「 も

っ と も っ と 」 と 手 を 叩 き な が ら 笑 顔 を く れ た こ と で あ る 。 そ の と き

の 子 供 た ち の 笑 顔 は い ま で も 心 に 残 っ て い る 。  

現 役 時 代 に 同 行 し た ツ ア ー で も っ と も 遠 か っ た の が 青 森 県 の 十 和

田 湖 だ っ た 。 通 常 は 関 東 近 辺 で の ツ ア ー が 主 だ っ た が 、 想 像 し て い

た よ り も 体 力 勝 負 の 仕 事 だ っ た 。1 週 間 の う ち 3 日 ツ ア ー に 同 行 し 、

2 日 間 休 息 を と る と い う 生 活 の リ ズ ム だ っ た が 、 休 息 日 で も 次 回 ツ

ア ー の 予 習 な ど で か な り の 時 間 を と ら れ た 。 当 時 は 現 在 の よ う な 働

き 方 で は な く 、 現 場 は か な り 無 理 を し て 業 務 を こ な し て い た た め 、

平 均 し て １ 年 で 退 職 す る ツ ア ー メ イ ト が 続 出 し た 。 藤 原 氏 も そ の ひ

と り だ っ た 。 体 力 の 限 界 に は 勝 て な か っ た 。  

 バ ス ガ イ ド は 、 高 度 成 長 期 以 降 の 好 況 に も よ る 旅 行 需 要 の 拡 大 で

長 い 間 人 気 の 職 業 の ひ と つ で あ っ た が 、2 0 0 0 年 頃 に 転 機 を 迎 え る 。

2 0 0 0 年 の 道 路 運 送 法 や 運 輸 規 則 の 改 正 に よ っ て 貸 切 バ ス で も 運 転

手 1 人 で の 運 行 が 可 能 と な っ た り 、ガ イ ド 料 金 が 運 賃 と 切 り 離 さ れ
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た り 、 安 さ 重 視 の 需 要 が 高 ま っ た り 、 少 子 化 か ら 修 学 旅 行 生 が 減 少

し た り 、 さ ら に 時 代 の 変 容 と と も に 団 体 旅 行 よ り も 個 人 旅 行 が 増 え

た り 、 バ ス ガ イ ド を と り 巻 く 環 境 に 大 き な 変 化 が 起 こ っ た 。 そ の 結

果 、 2 0 0 0 年 代 に 入 っ て も バ ス ガ イ ド の 数 は 減 り つ づ け 、 日 本 バ ス

協 会 の 調 べ に よ る と （ 会 員 事 業 者 対 象 ）、 調 査 を は じ め た 200 7 年

は 5 ,354 人 だ っ た が 、 2 0 2 3 年 に は 2 ,240 人 の 半 分 以 上 に 縮 小 し

た 。 イ ン バ ウ ン ド 効 果 で 海 外 か ら の 観 光 客 が 増 加 す る な か で 、 現 在

は バ ス ガ イ ド 不 足 が 問 題 と な っ て い る が 、 一 方 で 女 性 の 運 転 者 数 は

漸 増 し て い る 。 お な じ く 日 本 バ ス 協 会 の 調 べ に よ る と 、 1 995 年 に

1 8 6 人 だ っ た 女 性 運 転 者 は 2 0 1 9 年 に 1 , 867 人 へ と 増 え 、 2 4 年

間 で 1 0 倍 の 伸 び を 示 し た （ 日 本 バ ス 協 会 編 [2020 ]98 頁 ）。  

藤 原 氏 は 、 過 酷 な 労 働 環 境 で は あ っ た も の の ツ ア ー メ イ ト と し て

濃 密 な 一 年 を 過 ご し 、1 9 8 2 年 3 月 に 同 社 を 退 職 し た 。退 職 後 も 藤

原 氏 は 東 京 に と ど ま る 予 定 だ っ た が 、 両 親 か ら 帰 今 す る よ う に 言 わ

れ 、 半 ば 強 制 的 に 今 治 に 戻 っ て き た 。 実 は 、 高 校 卒 業 後 に 上 京 を 決

め た 際 も 両 親 か ら は 反 対 さ れ て い た 。 女 子 は 県 内 、 あ る い は 遠 く て

も 関 西 地 方 へ 進 学 す る か 就 職 す る か が 時 代 の 流 れ だ っ た か ら だ 。 藤

原 氏 は 、専 門 学 校 時 代 と ツ ア ー ガ イ ド 時 代 の 合 計 4 年 間 を 東 京 で 過

ご し た の ち 、東 京 が 性 に 合 っ て い た だ け に 後 ろ 髪 を 引 か れ る 思 い で 、

東 京 を 引 き 上 げ た 。  

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 


